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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2024年４月30日に公表した 2025年３月期第２四半期（中間期）（2024年４月１

日～2024年９月30日）及び 2025年３月期通期（2024年４月１日～2025年３月31日）の業績予想を下記の通り

修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

 (1) 2025年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2024年４月１日～2024年９月30日） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

 

前回発表予想   （Ａ） 

百万円 

１２６，８００ 

百万円 

１６，２００ 

百万円 

１５，１００ 

百万円 

８，９００ 

円 銭 

７８．６０ 

今回修正予想   （Ｂ） １２３，６００ １８，３００ １９，８００ １２，６００ １１１．２８ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） △３，２００ ２，１００ ４，７００ ３，７００  

増 減 率   （％） △２．５ １３．０ ３１．１ ４１．６  

(ご参考) 前期第２四半期実績 

(2024年３月期第２四半期) 
１１７，６７２ １４，２３７ １３，２６８ ８，８６７ ７８．３２ 

 

 (2) 2025年３月期通期連結業績予想数値の修正（2024年４月１日～2025年３月31日） 

 

営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想   （Ａ） 

百万円 

２５９，１００ 

百万円 

３１，０００ 

百万円 

２８，７００ 

百万円 

１７，９００ 

円 銭 

１５８．０８ 

今回修正予想   （Ｂ） ２６２，４００ ３２，７００ ３３，０００ ２１，２００ １８７．２３ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） ３，３００ １，７００ ４，３００ ３，３００  

増 減 率   （％） １．３ ５．５ １５．０ １８．４  

(ご参考) 前期実績 

(2024年３月期) 
２４１，５９４ ３０，８２０ ２９，３１２ ２３，９２６ ２１１．３１ 

 

 

 

 

 



 (3) 2025年３月期通期個別業績予想数値の修正（2024年４月１日～2025年３月31日） 

 
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想   （Ａ） 

百万円 

１１１，３００ 

百万円 

１９，２００ 

百万円 

１９，０００ 

百万円 

１３，８００ 

円 銭 

１２１．８７ 

今回修正予想   （Ｂ） １１１，７００ ２０，７００ ２２，８００ １６，７００ １４７．４９ 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） ４００ １，５００ ３，８００ ２，９００  

増 減 率   （％） ０．４ ７．８ ２０．０ ２１．０  

(ご参考) 前期実績 

(2024年３月期) 
１０９，２７７ １８，２７０ １７，７６５ １７，３２１ １５２．９７ 

 

 

２．修正の理由 

 (1) 第２四半期（中間期）連結業績予想 

営業収益は、不動産販売業における物件販売の見送り等により、前回発表予想を下回る見込みであります。

営業利益は、バス事業やショッピングセンターの経営などの好調による増収に加えて、費用減少もあり、前

回発表予想を上回る見込みであります。営業増益に加えて受取配当金の増加もあり、経常利益、親会社株主

に帰属する中間純利益はそれぞれ前回発表予想を上回る見込みであります。 

 

(2) 通期連結業績予想 

営業収益は、旅行業やビル管理メンテナンス業における増収等により、前回発表予想を上回る見込みであ

ります。営業利益は、バス事業やショッピングセンターの経営などの好調による増収に加えて、費用減少も

あり、前回発表予想を上回る見込みであります。営業増益に加えて受取配当金の増加もあり、経常利益、親

会社株主に帰属する当期純利益はそれぞれ前回発表予想を上回る見込みであります。 

 

 (3) 通期個別業績予想 

営業収益は、鉄道事業において旅客収入が想定を下回るものの、ショッピングセンターの経営などの流通

事業や土地家屋賃貸事業における増収等により、前回発表予想を上回る見込みであります。営業利益は、増

収に加えて費用の減少もあり、前回発表予想を上回る見込みであります。営業増益に加えて受取配当金の増

加もあり、経常利益、当期純利益はそれぞれ前回発表予想を上回る見込みであります。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以  上 


